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Ⅰ 6・7 月の茨城県連盟・日本連盟事業 ※会議等は除く 

月日 名称 主催 内容 

6 月 1 日 指導者の集い 県コミ Gr 
県内成人指導者の知識・技能・意識の向上及び

相互交流の場として開催されます。 

6 月 8 日 
WB 研修所 

課程別研修第 9 回 

指導者養成 

委員会 
各部門指導者の隊長にむけての基本訓練です。 

6 月 15 日 県連全体会議 県連 
県連役員、各種委員会委員全体で今年度の事

業について方針の確認、討議を行います。 

6 月 22 日 
第 86 回ボーイ 

スカウト講習会 

指導者養成 

委員会 

指導者導入訓練であり、体験を通して本活動の

概要とスカウト教育の原理と方法を学びます。 

6 月 28 日 
第 2 地区 

定型外訓練 
第 2 地区 プログラムプロセスについての講習会です。 

7 月 6 日 

スカウティング 

プラスセミナー 

デンリーダー講習会 

指導者養成 

委員会 
カブ部門デンリーダーのための講習会です。 

7 月 15 日 救急法講習会 
進歩 

委員会 

一人ひとりが安全意識を高く持ち、様々な状況に

備えておくことが大切です。全ての指導者・スカウ

トが救急法を身に付ける事を目標としています。 

7 月 21 日 プレ JOTA-JOTI 

⽇連 

JOTA-JOTI 

タスクチーム 

10 月 18−１９日の JOTAーJOTI２０２５に先駆けて

国内対象に簡易版デジタルスタンプラリーや SNS

連動企画等が開催されます。 

 

Ⅱ 県コミッショナーからのお知らせ 
 

1. ウッドバッジ実修所修了証書伝達式 
 

 ５月１０日理事会に先立ち、ウッドバッジ実修所修了証書伝達式が県立歴史館で行われまし

た。第３教程を修了された関原数馬さん(水戸第５団)、花田也寸志さん(水戸第５団)、高橋里衣さ

ん(つくば第３団)、小野慎也さん(土浦第３団)の４名が伝達式に参加され、修了証と共にギルウェ

ル・スカーフとウォッグルを授与され、県連役員の皆さんから祝福を戴き、その後お一人ずつ今

後の抱負について熱く語られていました。各氏の今後の益々のご活躍を祈念申し上げます。 
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2. 令和７年度第１回「指導者のつどい」開催のお知らせ 
 

 今回の集いは、県内指導者の方々の交流を目的とした「野外料理」を展開したいと思います。 

野外料理が初めての方も、また得意としている方も多くの方に集まっていただき、茨城県連盟指

導者のつながりを強化したいと思います。 

 実施にあたって、メインディッシュや主菜になるもの、デザート、お菓子などいろいろな料理を見

ていただこうと準備を進めております。もちろん見るだけではなく、実際に体験していただくことも

できます。どうすればもっとおいしくできるのか、もっと簡単にできるのかなどを一緒に考える機会

としていただければ幸いです。 

この機会に多くの指導者と交流を図りながら、自らのスキルアップに役立てていただきたいと考え

ております。 

 

・日時： 6 月 1 日(日) 9:30 受付、10:00 開始、15:00 解散 

・場所： 笠間市北山公園 バーベキュー場（笠間市平町 1416-1） 

・テーマ： 「アウトクックラボ(Outdoor Cooking Laboratory)」 

・対象者： 成人指導者（ＤＬを含む）、ローバースカウト、保護者 

・参加費： 1,000円 

・１１の料理を８箇所のブースで展開します。 

・参加申込： 5 月 22日(木) 締切 

  右の QR コードでお申込みを→ 

 

 

 

Ⅲ 各種委員会よりのお知らせ 
 

１. 指導者養成委員会 
 

 6〜7月の指導者研修は以下を予定しています。 

  6 月 8日 ウッドバッジ研修所 課程別研修第 9 回 

  (各部門指導者の隊長にむけての基本訓練です) 

  6 月 22日 第 86 回ボーイスカウト講習会 

  (指導者導入訓練であり体験を通してスカウト運動の概要と 

  スカウト教育の原理と方法を学びます) 

  6 月 28日 第 2 地区定型外訓練 

  (プログラムプロセスについての講習会です) 

  7月 6 日 スカウティングプラスセミナー デンリーダー講習会 

  (カブ部門デンリーダーのための講習会です) 

 

 今年度からは、各地区主催の研修（定型外訓練）が行われます。 

地区からの開催案内は県連の指導者養成委員会を通して発信いたしますが、お問い合わせは

各地区の事務局へお願いいたします。 
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2. 地域連携・広報委員会 

 

令和 7 年度「撮っておきの写真コンテスト&茨城県連盟カレンダープロジェクト」の予告 

 

 近日中に令和７年度の「撮っておきの写真コンテスト&茨城県連盟カレンダープロジェクト」を開

始予定です。昨年度は募集が遅れた為、カレンダーの発行が遅くなりご迷惑をお掛けしました。

今年度は早めに写真コンテストの募集を開始したいと考えております。カレンダーも 11 月末頃に

はご案内ができればと思っております。 

 昨年度同様にご協力のほど宜しくお願い申し上げます。 

 

3．21IC 実行委員会 
 

第 21 回茨城県キャンポリーの情報をお知らせします。 

 

・会期 2025年 8月 8日(金)～11 日(月) 

・会場 大和の森・高萩スカウトフィールド 

 

1) 公募の結果、大会テーマと参加章が決定しました。 

 大会テーマ： Let'ｓ Go Scouting 

   (水戸 8団 小林明良さん） 

 参加章： 右図のデザインとなります→→→→ 

   (つくば 3 団 ボーイ隊 荻野歩海さん) 

2) 参加費は以下を予定しています。 

 スカウト 5,000円 

 指導者 5,000円  

 本部スタッフ、奉仕者 5,000円 

3) カブ・ビーバーデーを設けます。 

 8月 10 日(日) 10:00〜16:00 

 カブ・ビーバーデー参加者 1,000円 

 一般見学者 無料 

4) 今後の予定（都合により変更になることもあります） 

 5 月 11 日(日) 参加隊隊長会議  ZOOM開催(実施済み) 

 5 月 15 日(木) 予備申込み(5/30 まで) 

 6 月 14日(土) 参加の手引き配布予定 

 6 月 23 日(月) 確定申込み(7/2 まで) 

 7月 8日（火） 輸送計画提出（参加隊・見学者、入場時間、退出時間、人数、車両等） 

 7月 21 日(月・祝) 現地隊長会議 本部スタッフ・奉仕者会議 
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4．茨城ローバー協議会(茨ロー会) 
 

2025年度総会をしました！ 

 

 茨城のローバースカウトの集まり、通称「茨ロー会」では、４月１９日に総会を行いました。 

昨年の事業の報告や、今年度の事業承認、役員の選出をしました。 

宮田俊晴理事長、伊澤清実県コミにもご出席いただきました！ 

 

(1) 総会概要 

日時： 2025年 4月 19 日 

場所： 水戸青少年会館 

総会次第： 

    ①開会 

    ②議長挨拶 

    ③議事 

    ④開会 

 

(2) 役員紹介 

今年度は、6 人体制で茨ロー会を引っ張っていきます！ 

     
 

 

      
 

 

(3) 今年度事業計画 
 

 ①茨ロー会被災地ボランティア年間プロジェクト 

  ・昨年の能登半島ボランティアを継続させるために、募金や SNS 発信を考えています。 

 ②交流キャンプ 

  ・スカウト同士の情報・意見交換をすることで、個々のスカウト活動におけるプロジェクト 

   企画実行を目的としたキャンプを予定しています。 

 ③定例会 

  ・これらの事業の計画のため、毎月第１月曜日に ZOOMにて定例会議を行います。 

議長・石井紅 副議長・江幡咲希 RCJ 県代表・久間大馳 

事務長：高島和己 役員(会計)・木村早希 役員(広報)・中野そら 

あなたも一緒に活動しませんか？ 

LINE グループに入っていない方は 

こちらから参加してください♪ 

Instagram もフォロー 

お願いします!" 
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Ⅳ 第 19 回日本スカウトジャンボリー情報 

 

 日本スカウトジャンボリーは、青少年の自己成

長を促すための我が国のスカウト運動最大の教

育イベントとして 4 年を周期に開催しています。 

 全国のスカウト仲間と指導者、そして海外から

の参加者を交え、スカウト教育の基本である野外

活動や班制教育、また開催地域の特色やその時

代の社会課題を取り入れたプログラムにより、新

たな発見や感動を体感するとともに、スカウト同

士の友情の絆を結びます。また、海外からの参

加者との交流を通じて、国際感覚を高揚させ、世

界平和を考える機会を提供しています。 

 前回大会は、コロナ禍により全国に会場を分散して開催しました。第 19 回大会は、8 年ぶりに

全国、そして海外からの参加者が一堂に会して開催します。 

 

１．テーマ 「挑戦 ～神石から未来への一歩～」 

２．会場 広島県神石郡神石高原町 

 北緯 34 度 74分 41秒・東経 133度 31分 87秒 海抜 平均 700ｍ 

 過去 5年間の 8月の気候は、平均気温 24.2 度（最低 20.0度、最高 29.7 度） 

 平均降雨量は 199.1mmであり、高原地特有の気候 

３．会期 2026年 8月 4日（火）から 10 日（月） 

４．参加者 

 本大会は、加盟員のボーイスカウトおよびベンチャースカウトを参加の主体とし、 

  参加にあたっては、活動を支援する成人指導者とともに派遣隊・班を編成する。 

   ※参加人数 茨城県連盟は３個隊 

  
５．大会参加費 

 60,000円（予納金として 2025年 10 月までに 10,000円） 

   ※その他に、交通費・資材輸送費・事前訓練費がかかります。 

 2019年より施行されている「働き方改革関連法（改正労働基準法）」により、 

 バス・トラックの勤務時間に関する規制が強化され、以前のように夜通し走行して 

 大会会場に乗り込むことができなくなりました。 

 現在見積もりを依頼中ですが、以前より交通費・資材輸送費が高額になりそうです。 

６．参加申込 

 2025年 10 月 参加予定申込み 

 2026年 3 月  参加確定申込み 

７．情報 

 日本連盟ＨＰ https://www.scout.or.jp/member/19nsj 

 会場紹介動画 https://youtu.be/qx4joQY-6mE 

  

出典 https://www.scout.or.jp/member/19nsj 
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Ⅴ 各地区・各団の活動紹介 

 

1．第 1 地区 

 
花まつり参加報告 

 

 日立８団と北茨城１団は合同で、４月６日に日立市十王町の光圓寺にて、お釈迦様が生まれた

日を祝う「花まつり」に、今年もビーバー隊からベンチャー隊まで参加しました（写真上段）。住職か

ら「自分より尊い者はいない、誰もがただ一つの尊い存在であること」と法話を頂きました。その後

スカウト達は甘茶を頂き、「昔は、甘い物はとても貴重なものだった」と住職から教えて頂きました。 

法話の後は、カブ隊がロープと手旗について、先輩スカウトのベンチャースカウト、ボーイスカウト

から教わりました（写真下段）。 
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2．第 4 地区 
 

４地区合同キャンプ（３月２９日～３０日）を開催しました 

 

 石岡２団の協力のもと、石岡市龍神の森キャンプ場で開催されました。 

石岡駅から常陸国総社宮へ宮司さんのお話をお聞きしてから、龍神の森を目指してハイキング。

朝から降っていた雨もあがり、ファイアーも行うことができました。 

 翌日は天気も良く、キャンプ場隣接の風土記の丘では桜祭りが開催され、花見客で賑わってい

る中、場内散策ハイク、徹営もスムーズに行われ、閉所式、解散と予定通りに、総勢４９名楽しい集

会ができました。 
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Ⅵ 連載コラム 〜信仰奨励専門委員会より〜 

 
 ボーイスカウト（または指導者）にな

るとき、必ず「ちかいの式」を行いま

す。 

そこで「ちかい」の初めにあるのが神

（仏）ですよね。 

「神（仏）と国とにまことをつくしおきて

を守ります」・・・これを言ったときにあなたは、

自分の信仰や宗教を意識しましたか？ 

日頃のスカウティングの中でちかいとおきてを

実践することにより、信仰心を育て、宗教をも

つ気持ちを意識して徐々に強くしていけば良

いのです。 

 

「信仰をもつ」「信仰心を育てる」と一言で表さ

れますが、指導するのはなかなか難しいもの

です。しかしながら、私たち指導者はさまざま

な工夫を凝らして、スカウトたちに信仰心や宗

教心を教えていかなければなりません。 

 

スカウト運動はさまざまな信条を基盤として世

界中で展開され、この基盤の上に「おきて」の

実践をはじめとするさまざまな活動があり、個

人が人格を高め、より良き社会人としての価値

観を醸成していきます。 

活動において、信仰を奨励する方法はさまざ

まです。いくつか振り返ってみましょう。 

 

 

1.「おきて」の実践 

スカウトの「おきて」は、人が生きていくうえでの

「徳」を得るものであり、世界中のどの宗教にも

共通する普遍性の高いものです。難しいことで

はなく、気持ちを込めて「ありがとう」「いただき

ます」「ごちそうさま」などと言葉にすることも「お

きて」の実践になります。 

 

2.日日の善行 

スカウトのスローガンである「日日の善行」は、

天地、神仏の恵みに対する恩返しであり、スカ

ウトのつとめとして行うものです。善いこととは

何かを考え、小さなことでも日々継続して行い

ましょう。 

 

3.信仰奨励章と宗教章 

ボーイスカウト部門から挑戦できる「信仰奨励

章」と「宗教章」は、スカウト活動において、スカ

ウトがより明確な信仰をもつことを目指すため

のものです。宗教章は 6種類あります（取得に

あたっては、各教宗派によって要件や申請方

法が異なります）。 

 

昨年、当委員会から『スカウトに信仰を奨励す

る指導者のためのガイド』という小冊子を発刊

し、県内指導者の皆様に配布されたことと思い

ます。ぜひ、この冊子をご活用頂きますようお

願いいたします。 

 


